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石巻商工会議所党本部へ

お困りごとなど

お気軽に連絡してください

宮
城
県

・
石
巻
商
工
会
議

所
の
阿
部
淳
副
会
頭
ら
九
人

が
二
日
午
前
、
日
本
共
産
党

本
部
を
訪
問
し
、
市
田
忠
義

書
記
局
長
、
穀
田
恵
二
国
対

委
員
長
と
懇
談
し
ま
し
た
。

市
田
、
穀
田
両
氏
は

「
（
五

月
に
石
巻
市
を
訪
れ
て
懇
談

し
て
以
来
）
旧
知
の
間
柄
の

よ
う
で
す
ね
」
と
の
べ
、
終

始
な
ご
や
か
な
話
し
合
い
に
。

阿
部
氏
は

「
日
本
共
産
党

の
み
な
さ
ん
の
実
直
さ
に
ほ

れ
て
い
ま
す
。

『
赤
旗
』
で

も
私
た
ち
の
思
い
を
し

っ
か

り
受
け
止
め
て
も
ら
い
、
身

近
に
感
じ
ま
し
た
。
二
次
補

正
予
算
の
成
り
行
き
も
注
目

さ
れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
力

を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え

ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
市

田
氏
は

「
被
災
地
を
訪
問
し
、

現
地
の
み
な
さ
ん
の
生
の
声

を
取
り
入
れ
て
、
大
震
災
に

あ
た

っ
て
の
党
の
第
二
次
提

言
を
作
り

ま
し
た
。
」

と
語
り
ま

し
た
。
続

い
て
内
閣

不
信
任
決

議
案
に
つ

い
て
、
菅
内
閣
を
信
任
で
き

な
い
と
い
う
党
の
政
治
的
立

場
は
変
わ
ら
な
い
が
、
自
公

の
党
略
的
で
無
責
任
な
態
度

に
は
く
み
し
な
い
、
ま
た
大

震
災
、
原
発
事
故
の
危
機
的

状
況
が
続
く
も
と
で
棄
権
す

る
立
場
を
決
め
た
と
説
明
し

ま
し
た
。
商
工
会
議
所
側
か

ら
は

「
（
不
信
任
案
が
可
決

さ
れ
た
ら
）
総
選
挙
を
や
る

と
い
う
人
に
、
被
災
地
の
現

状
を
み
て
ほ
し
い
」
と
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

四
日
昼
に
は
、
懇
談
し
た

市
田
忠
義
書
記
局
長
か
ら
、

日
本
共
産
党
震
災

・
救
援
対

策
セ
ン
タ
ー

（
石
巻
）
へ
激

励
の
電
話
が
あ
り
、
三
浦
本

部
長
が
受
け
ま
し
た
。

市
田
書
記
局
長
＝

「
段
取

り
を
良
く
と

っ
て
い
た
だ
き

懇
談
は
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
石
巻
救
援
セ
ン
タ
ー

の
活
躍
は
党
本
部
で
も
話
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
」

渡波駅前で大バザール ６００人
とん汁３５０食、米、野菜、衣料品 長蛇の列

六
月
四
日
、
渡
波
駅
前
に
て
大
バ
ザ
ー
ル
を
行
い
、
六
〇
〇
人
が
集
ま
り
、
食
料
、

日
用
品
、
衣
料
品
を
配
布
。
長
蛇
の
列
と
な
り
ま
し
た
。

と
ん
汁
も
三
五
〇
食
す
べ
て
配
食
。
ま
た
、
パ
キ
ス
タ
ン

・
シ
リ
ア
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
カ
レ
ー
千
食
分
も
合
流
し
ま
し
た
。
こ
の
行
動
に
は
、
世
田
谷
、
狛
江
、
糸

満
市
、
千
葉
、
神
奈
川

・
北
部

・
川
崎
中
部
な
ど
総
勢
五
〇
名
が
参
加
。

「
原
発
ゼ
ロ

署
名
」
が

一
四
四
筆
あ
つ
ま
り
ま
し
た
。
被
災
者
か
ら

「
原
発
を
早
く
無
く
し
て
」
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

終了後 ボランティア全員で

豚
汁
３
５
０
食

衣料品コーナーも大好評 パキスタン、シリアの代表挨拶

出
発
前
の
打
ち
合
わ
せ

長
蛇
の
列

引
き
続
き
力
貸
し
て

市
田
書
記
局
長
よ
り

救
援
セ
ン
タ
ー
へ

激
励
の
電
話


